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令 和 元 年 度 予 算
一般会計予算総額 45億2,500万円45億2,500万円

３月定例議会は 3 月 1 日から 20 日まで 20 日間の会期で 

令和元年度一般会計予算は前年度から3 億 2000万円減額 となった。

予算案を含む 27 議案を審議しました。 

会　計　名 令和元年度予算 平成30年度予算 対　　比
一 般 会 計 45 億 2,500 万円 48 億 4,500 万円 △ 3 億 2,000 万円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 10 億 650 万円 10 億円 650 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 1,100 万円 1 億 650 万円 350 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 8 億 9,300 万円 8 億 7,700 万円 1,600 万円

農業集落排水事業特別会計 1,590 万円 1,800 万円 △ 210 万円

公共下水道事業特別会計 1 億 1,300 万円 1 億 600 万円 △ 700 万円

浄 化 槽 事 業 特 別 会 計 3,770 万円 3,750 万円 20 万円

水道事業会計（収益的収入） 1 億 50 万円 9,845 万 2,000 円 204万8,000円

歳　出 歳　入

自主財源
（自分でまかなえるお金）
（35.7％）

依存財源
（国・県たよるお金）
（64.3％）

目　的　別

町税
6億0,966万円
(13.5％)

分担金及び負担金
1,973万円
(0.4％)

国庫支出金
3億8,334万円
(8.5％)

県支出金
2億7,263万円
(6.0％)

町債
3億6,680万円
(8.1％)

使用料及び手数料
2億0,364万円
(4.5％)

議会費
5,899万円
(1.3％)

総務費
8億8,200万円
(23.5％)

民生費
13億3,775万円
(29.6％)

衛生費
2億2,210万円
(4.9％)

農林水産業費
3億3,716万円
(7.5％)

商工費
2億4,560万円
(5.4％)

土木費
3億2,191万円
(7.1％)

消防費
2億3,940万円
(5.3％)

教育費
3億9,064万円
(8.6％)

公債費
4億7,818万円
(10.6％)

予備費
9,73万円
(0.2％)

財産収入
1,432万円
(0.3％)

寄附金
3億5,000万円
(7.7％)

地方譲与税
4,680万円
(1.0％)
地方消費税交付金
1億2,800万円
(2.8％)

自動車取得税交付金
650万円
(0.1％)

地方特例交付金
345万円
(0.1％)

地方交付税
1億6,9800万円
(37.5％)

その他
4億1,850万円
(9.2％)
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反対討論

反対討論

　財政状況が厳しい中、水上スキー競技艇の
維持、修繕に関する費用は新年度も計上され
ている。水上スキーが倉輪地区の活性化に貢
献するという目的は忘れられている。
　また、綾町は子育て日本一、出生率日本一
を目指すといいながら、その施策は新年度予
算に反映されていない。高校のない町として
高校生の通学費補助、小中学校給食費無償は
当然の事。
　さらに自衛官募集のための18才の町民の
名簿提供はやめること。

　今会計への県の支出金は昨年比で4,752
万円も少なく見積もっている。前の補正を見
れば、あと３千万円位多く見れば、１人当り１
万２千円位減額できる。

　綾町の今年度の国保税は１人当27,559
円の引き上げだ。この分を基金で賄っても約
6,700万円の基金は残る。町長は基金は１億
円は残したいと言うが、基金は被保険者の貯
金だ。１億円にこだわるのなら、法定外繰入れ
をせよ。法定外繰入れは不公平ではない。予
算通り増税になれば滞納が増え、結果命をか
けた悪循環が起き、制度の目的に反すること
になる。

　極めて厳しい財政状況を反映しており、町
長も大変難儀をしたことだと思う。交付税の
削減、ふるさと納税の減少を思えば財源確保
をどこに求めるのか懸念する。スポーツ施設
の利活用については投資的経費の圧縮など
大変重要である。職員の発想、挑戦に期待す
る。

　増額になるが、宮崎県全体の医療費が増
加していることと、県も綾町も所得が上位に
あり、交付金の減少につながっている。６月
の本算定で基金の充当を再検討するよう希
望。

賛成討論

賛成討論

令和
元年
度

予算

町民の声届くか？

一
般
会
計
予
算

国 

保 

会 

計
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介護職員初任者研修事業　25万円
〇介護職員不足を補うための初任者研修費用補助

（１人当たり5万円補助）

ファミリー・サポートセンター運営負担事業
　10万円

〇子育て支援を組織的に運営する宮崎市の施設利用補助
（綾町、国富町も参加）

繁殖母牛更新奨励事業　100万円
〇血統母牛の更新推進で町内母牛群全体の底上げと所得の安定化を図る。

（更新条件あり）

学校教育振興事業
〇小・中学校へのＩＣＴ環境整備

　※ＩＣＴ（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）　　
コンピューターやデータ通信を活用した学校教育の推進を図る。

新規就農者等施設ハウス整備事業　
200万円

〇空きハウスの有効活用と新規就農者等の負担軽減や、
将来の農地効率的利用を図る。

いじめ防止対策事業　162万円
〇スクールソーシャルワーカーを配置し、教育相談体制の整備、充実を図る。

（県と共同で配置）

主 な 事新 業規
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条 　例　 改　 正

公の施設の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
主な内容 〇綾ユネスコエコパークセンター２階を旅館業法の許可を受け、宿泊施設

　として利用可能とする。（主な利用者は大学生、研究者、町内在住の方）

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

綾町手数料条例の一部を改正する条例
主な内容 〇有機農産物（ＪＡＳ法）認証のうち「認定」を「認証」に改正

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

綾町文化財保護条例の一部を改正する条例
主な内容 〇「民俗資料」という表現を「民俗文化財」と改正

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

綾町公園墓地の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例
主な内容 〇古城新墓地（護国神社隣接地）と古城墓地（綾幼稚園駐車場奥）を町

　営墓地として追加し、合葬墓に関する事項の改正
　※合葬墓は町内に本籍か住民票のある人は利用できる

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

綾町営住宅管理条例の一部を改正する条例
主な内容 〇公営住宅法施行規則の一部改正に基づき条例の一部改正

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

綾町ねたきり老人等介護手当支給条例の一部を改正する条例
主な内容 ○介護保険在宅重度認定者

　要介護４又は５の要介護認定を受けている者　
　月額　10,000円（新設）

賛成
8 反対1賛成
8 反対1可決

賛成
8 反対1賛成
8 反対1可決

賛成
8 反対1可決
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条　例　の　廃　止

そ　の　他

人　　　事

引き続き日高氏が任命されました。
※ 任期：平成31年４月１日～令和4年３月31日教  　育  　長　日　高　和　典（再任）

綾町ホームヘルパー派遣手数料徴収条例を廃止する条例

綾町一般廃棄物処理の事務の委託に関する協議について

二反野・倉輪辺地に係る総合整備計画の策定について

尾立辺地に係る総合整備計画の変更について

主な内容

主な内容

主な内容

主な内容

〇平成15年又は平成17年の障害者福祉施策の導入・障害者支援法の制定の時に廃止
　すべきだったものを今回廃止。現在、このサービスの提供はない。

〇「エコクリーンプラザみやざき」について、平成33年４月から宮崎市が運営を引
　　き継ぐが、綾町の事務の一部を宮崎市に委託する。

〇倉輪辺地は世帯要件を満たさないため、二反野と区域を統合し、新規に計画を策
　定。飲雑用水施設を更新し、安定供給を図る。道路改良工事を行い、通行の危険
　排除を図る。

〇尾立辺地内の道路改良工事を行い、通行の安全を図る。上水道の老朽化の更新を
　行い、飲雑用水の安定供給を図る。合宿センターの食堂、トイレの再整備や展望
　台広場のトイレの整備を図る。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全
員賛

成

可決
全

員賛

成

可決
全

員賛

成

可決

引き続き早川氏が任命されました。
※ 任期：令和元年７月１日～令和4年６月30日人権擁護委員　早　川　ゆ　り（再任）
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平 成 3 0 年 度 補 正 予 算

平成30年度綾町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
主な内容 〇前年度実績に伴い、補正予算額4,310万円を追加し、10億8,015万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

平成30年度綾町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）
主な内容 〇前年度実績に伴い、補正予算額51万円を減額し、１億670万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

平成30年度綾町介護保険特別会計補正予算（第４号）
主な内容 〇前年度実績に伴い、補正予算額3,213万円を減額し、８億9,800万円とする。

全

員賛

成

可決
全

員賛

成

可決
全

員賛

成

可決

平成30年度綾町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）
主な内容 〇施設維持管理費等の減額に伴い、補正予算額15万円を減額し、１億600万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

平成30年度綾町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）
主な内容 〇繰入金及び修繕料の減額に伴い、補正予算額116万円を減額し、1,750万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

平成30年度綾町浄化槽事業特別会計補正予算（第２号）
主な内容 〇浄化槽設置数の減少に伴い、補正予算534万円を減額し、3,350万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

平成30年度綾町一般会計補正予算（第６号）
主な内容 ・補正予算額１億6,146万円を減額し、50億6,500万円とする。

主な補正額
・歳入
　地方消費税交付金　　　　　　 　△1,154万円
　災害復旧費国庫補助金　　　　 　△2,269万円
　土地建物売却収入　　　　　　 　△1,200万円
　ふるさと納税寄付金　　　　　 　△5,000万円
　財政調整基金繰入金　　　　　　 　1,400万円
　CO2排出抑制対策事業費等補助金　△1,392万円
　町債（災害復旧費）　　　　　　 △2,180万円

・歳出
　<総務委員会関係>
　　ふるさと納税事業　　　　　　　 △5,000万円
　　CO2排出抑制対策事業　　　　　　△1,392万円
　　農地・農業施設災害復旧事業　　　 △810万円
　　公共土木施設災害復旧事業　　　  △2,570万円
　<文教福祉委員会関係>
　　国民健康保険基盤安定化繰出金　 △1,141万円
　　子どものための教育・保育給付費負担金 　  613万円
　　後期高齢者医療広域連合負担金　 　△687万円

賛成
8 反対1賛成
8 反対1可決

賛成
8 反対1賛成
8 反対1可決

賛成
8 反対1可決

平成30年度綾町水道事業会計補正予算（第３号）
主な内容 水道事業収益を178万円減額し、計9,861万円とする。

水道事業費用を8万円増額し、1億702万円とする。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決
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陳　　　情

意　見　書

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、再度慎重な検討を求める意見書
主な内容 〇二割の自己負担にしないよう、慎重な検討をすること。

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

難病医療費助成制度の改善について国への意見書提出を求める陳情
主な内容 〇難病の方が、費用の心配をすることなく医療を受けられるよう、制度が開設され

　ることに対し、国への意見書提出を求めるもの。たとえば、市町村民税、重症患者
　の自己負担をなくすなど。

賛成
 5 反対4賛成
 5 反対4採択

賛成
 5 反対4賛成
 5 反対4採択

賛成 
5 反対4採択

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画
的に皆伐を進め、天然林に戻すことを求める陳情書
主な内容 〇人工林の３分の２が伐り出し困難。伐り出しても赤字となる理由で放置林として

　残っている。山林の保水力の果す役割、台風、大雨による災害の発生などなどか
　ら、一考を要するので、本件は反対するもの。

全

員反対

不採択
全

員反対

不採択
全

員反対

不採択

「後期高齢者の窓口負担の見直し」にあたり、国への意見書提出を求める陳情
主な内容 〇高齢者の医療負担が、現行の一割負担から二割負担への議論が始められている。　

　今、必要なのは、高額医療費の引き下げです。後期高齢者の窓口負担の軽減を求
　めるもの。

全

員賛成

採択

全

員賛成

採択

全

員賛成

採択

難病医療費助成制度の改善を求める意見書
主な内容 〇市町村民税非課税者を対象外とする。

〇調剤薬局の薬代はなくす。

賛成5 反対4賛成5 反対4可決

賛成5 反対4賛成5 反対4可決

賛成5 反対4可決
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の
考
え
だ
が
そ
れ
は

違
う
。

町
長　
話
は
理
解
で
き
る

が
現
仕
組
み
の
中
で
は
そ
う

い
う
見
解
し
か
示
せ
な
い
。

橋
本　
町
長
は
引
き
上
げ

抑
制
の
法
定
外
繰
り
入
れ
は

困
難
と
い
う
が
、
多
く
の
自

治
体
で
実
施
し
て
い
る
。
子

ど
も
の
均
等
割
減
免
も
取
り

組
ん
で
い
る
。
社
会
保
障
と

の
認
識
を
持
ち
、
法
定
外
繰

り
入
れ
と
基
金
の
と
り
崩
し

で
引
き
上
げ
の
中
止
を
。

町
長　
先
進
地
の
状
況
も

勉
強
し
、
今
後
対
処
し
て
い

き
た
い
。

■
消
費
税
10
％
へ
の
引
き
上

　
げ
は
中
止
を

橋
本　
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
50
％
を
超
え
る
人
が
「
生

活
が
苦
し
く
な
っ
た
」
と
答

え
て
い
る
。
こ
の
上
消
費
税

引
き
上
げ
で
不
安
は
増
し
て

い
る
。
町
民
へ
の
影
響
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
。

町
長　
消
費
税
は
増
え
続

け
る
年
金
や
医
療
、
介
護
な

ど
の
社
会
保
障
費
用
、
子
育

て
支
援
の
財
源
を
増
や
す
た

め
だ
。
た
だ
低
所
得
者
ほ
ど

影
響
が
大
き
く
心
配
し
て
い

る
。
公
的
医
療
保
険
に
よ
る

医
療
費
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
消
費
税
が
か
か
ら
な
い
も

の
、
８
％
に
据
え
置
か
れ
る

も
の
も
あ
り
影
響
は
少
な
い
。

町
内
事
業
所
、
商
店
、
農
家

経
営
に
悪
影
響
が
あ
る
と
思

う
が
、
国
が
経
済
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
あ
ら
ゆ

る
施
策
を
講
じ
る
と
の
発
言

も
あ
る
。
町
も
し
っ
か
り
フ

ォ
ロ
ー
し
て
行
く
。

橋
本　
消
費
税
が
社
会
保

障
に
回
る
な
ら
な
ぜ
国
保
税

は
上
が
る
の
か
。
社
会
保
障

に
回
ら
な
い
事
は
こ
れ
迄
の

経
過
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
。

町
長　
社
会
保
障
と
い
う

方
向
が
ど
こ
ま
で
見
え
て
く

る
の
か
不
安
だ
が
国
策
で
あ

り
、
私
た
ち
が
打
つ
手
は
な

く
否
定
も
肯
定
も
で
き
な
い
。

■
子
育
て
支
援

　
学
校
給
食
無
償
化
は
当
然

橋
本　
９
月
議
会
で
の
教

育
長
の
「
衣
食
住
は
保
護
者

の
責
任
」
と
の
発
言
に
つ
い

て
町
長
の
見
解
を
求
め
る
。

町
長　
可
能
な
限
り
保
護

者
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ
と

は
非
常
に
大
事
だ
。
今
後
し

っ
か
り
と
議
論
を
早
め
る
事

が
大
事
と
の
認
識
で
あ
る
。

教
育
長　
厳
し
い
町
の
財

政
状
況
を
考
え
、
今
後
ど
う

す
る
か
十
分
討
論
を
す
る
必

要
が
あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
。

■
性
で
分
け
な
い

　

学
校
名
簿
の
導
入
と
Ｌ
Ｇ

　
Ｂ
Ｔ
に
ど
う
対
応
す
る

橋
本　
卒
業
式
、
入
学
式

を
目
前
に
し
て
い
る
が
、
性

で
分
け
な
い
名
簿
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。
学
校
側

の
考
え
も
伺
う
。

教
育
長　
学
校
で
は
、
重

要
度
が
低
か
っ
た
事
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
き
た

よ
う
だ
。
結
果
、
小
中
学
校

長
の
自
主
的
判
断
で
次
年
度

か
ら
導
入
し
、
今
後
課
題
等

の
検
証
を
行
う
予
定
。
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
は
平
成
27
年

４
月
30
日
付
の
文
部
省
か
ら

の
通
知
に
沿
い
、
学
校
生
活

の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
配
慮

し
、
医
療
機
関
等
と
連
携
を

図
り
、
組
織
的
に
取
り
組
む

よ
う
周
知
さ
れ
て
い
る
。
教

育
委
員
会
も
相
談
が
あ
っ
た

場
合
、
学
校
の
体
制
整
備
や

支
援
の
状
況
等
を
聞
き
取
り

医
療
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、

学
校
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
の

設
置
等
、
適
切
な
助
言
を
し

て
い
く
。

■
町
職
員
の
ミ
ス
や
ト
ラ
ブ

　

ル
は
何
故
繰
り
返
さ
れ
る

　
の
か

橋
本　
住
民
か
ら
役
場
へ

の
苦
情
、
不
信
、
不
満
の
声

を
良
く
耳
に
す
る
。
原
因
は

う
っ
か
り
ミ
ス
や
確
認
不
足

な
ど
だ
が
、
何
故
く
り
返
す

の
か
。

総
務
税
政
課
長
　
職
員
の

職
務
は
法
令
、
条
例
、
規
則
、

規
程
に
基
づ
き
遂
行
す
る
も

の
だ
。
職
員
の
大
部
分
は
責

任
を
持
っ
て
職
務
遂
行
に
あ

た
っ
て
い
る
。
同
じ
ミ
ス
を

繰
り
返
さ
な
い
こ
と
が
大
事

で
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
情

報
の
共
有
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制

の
強
化
を
指
導
し
て
い
く
。

　

他
に
介
護
保
険
、
高
齢
者

の
交
通
手
段
、
自
衛
官
募
集
、

北
俣
保
育
所
閉
園
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

●
町
行
政
の
基
本
的
な
考
え
方
や
、
問
題
点
を
議
員

　
が
町
長
等
に
聞
き
た
だ
す
一
般
質
問
は
3
月
8
日
、

　
3
名
が
質
問
し
ま
し
た
。
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兒玉千歳

児
玉　
突
然
起
こ
る
病
気
な

ど
が
孤
独
死
に
繋
が
ら
な
い
よ

う
に
、
周
囲
の
人
や
身
内
等
に

連
絡
が
取
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
必

要
で
は
な
い
か
。

福
祉
保
健
課
長　
現
在
社

会
福
祉
協
議
会
が
「
安
心
カ
ー

ド
見
守
り
事
業
」と
し
て
実
施
。

今
後
も
自
治
公
民
館
長
、
民
生

児
童
委
員
と
連
携
し
、
見
守
り

活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
っ
て
行
く
。

■
何
故
上
が
ら
な
い
健
診
受
診
率

児
玉　
超
高
齢
化
社
会
だ
。

健
診
の
受
診
も
れ
を
防
ぐ
体
制

の
整
備
を
。

福
祉
保
健
課
長　
今
年
度

も
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
役
場

職
員
の
連
携
で
対
応
し
た
い
。

重
症
化
予
防
で
は
治
療
中
断
者

を
訪
問
し
粘
り
強
く
ア
プ
ロ

ー
チ
し
受
診
勧
奨
も
す
る
。

児
玉　
孤
独
死
に
つ
い
て

は
政
府
も
対
策
に
動
き
出
し

て
い
る
。
綾
町
で
は
高
年
者

ク
ラ
ブ
な
ど
の
会
が
あ
る
が
、

各
会
員
数
は
減
り
役
員
の
な

り
手
不
足
で
運
営
に
苦
慮
し

て
い
る
。
も
し
も
の
時
、
隣

り
近
所
や
救
急
隊
員
等
が
す

ば
や
く
連
絡
が
取
れ
る
体
制

作
り
が
必
要
だ
と
思
う
。

町
長　
綾
町
で
も
孤
独
死

が
発
生
し
て
い
る
。
も
う
一
度

社
会
福
祉
協
議
会
と
福
祉
保

健
課
で
協
議
し
対
応
し
た
い
。

■
現
在
の
防
災
シ
ス
テ
ム
は
災

　
害
発
生
時
に
機
能
発
揮
し
て

　
住
民
の
命
を
守
れ
る
か
。

児
玉　
防
災
行
政
無
線
は

健
常
者
対
応
型
だ
。
障
が
い

者
、
特
に
聴
覚
障
害
者
や
耳

の
遠
い
高
齢
者
に
十
分
な
対

応
は
難
し
い
。
超
高
齢
化
社

会
で
も
安
心
出
来
る
機
器
に

取
り
替
え
る
べ
き
。
ま
た
災

害
発
生
時
の
情
報
収
集
体
制

は
で
き
て
い
る
の
か
。
雨
量

計
を
設
置
し
て
、
連
動
し
て

作
動
す
る
警
報
シ
ス
テ
ム
導

入
を
望
む
。

総
務
税
政
課
長　
聴
覚
障

が
い
者
対
応
「
文
字
放
送
受

信
機
」
導
入
は
今
年
度
予
算

化
し
て
い
る
。
今
後
、
さ
ら

に
安
心
で
き
る
登
録
制
の
メ

ー
ル
シ
ス
テ
ム
で
個
人
の
携

帯
電
話
に
直
接
情
報
が
届
く

方
策
も
検
討
し
て
行
く
。
災

害
発
生
時
の
情
報
収
集
は
国

土
交
通
省
河
川
防
災
情
報
を

活
用
し
て
い
る
。
雨
量
計
と

連
動
し
た
警
報
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
は
現
在
予
定
は
な
い

が
国
土
交
通
省
及
び
宮
崎
県

が
設
置
し
た
水
位
計
の
利
用

で
対
応
。
公
民
館
で
の
避
難

経
路
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
も
今
後

検
討
し
て
い
く
。

児
玉　
災
害
発
生
現
場
か

ら
の
情
報
は
ど
の
様
な
形
で

収
集
さ
れ
る
の
か
。
被
災
し
て

動
け
な
く
な
れ
ば
隣
近
所
で

も
確
認
出
来
な
い
。
聴
覚
障
が

い
者
も
情
報
処
理
が
追
い
つ

か
ず
理
解
出
来
な
い
事
も
考

え
ら
れ
る
。
深
く
理
解
し
て

対
策
を
立
て
る
べ
き
。
子
ど

も
議
会
で
も
「
災
害
に
強
い

町
」
と
か
「
町
民
の
命
を
守

る
防
災
」
な
ど
に
つ
い
て
発

言
が
あ
る
。
形
だ
け
の
子
ど

も
議
会
で
な
く
真
剣
に
聴
き
、

そ
の
期
待
に
応
え
て
ほ
し
い
。

そ
の
こ
と
で
宮
崎
市
の
ベ
ッ

ド
タ
ウ
ン
と
し
て
綾
町
が
発

展
で
き
る
と
思
う
。

町
長　
気
象
庁
の
細
か
な

情
報
を
利
用
し
て
災
害
発
生

が
予
測
さ
れ
る
時
は
地
区
の

関
係
者
、
職
員
で
協
議
し
、
い

ち
早
く
避
難
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
緊
張
感
を
も

っ
て
対
応
す
る
。

■
職
員
研
修
は
重
要

児
玉　
問
題
が
起
こ
る
た

び
に
県
や
他
の
市
町
に
問
い

合
わ
せ
て
い
る
。
職
員
個
々
の

能
力
ア
ッ
プ
も
大
切
で
あ
る

が
全
員
が
同
じ
考
え
の
も
と

で
公
務
員
と
し
て
の
能
力
開

発
を
行
い
、
町
民
か
ら
信
頼
さ

れ
る
職
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

国
際
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー
ス
ク

ー
ル
は
一
年
を
通
し
て
首
長
、

公
務
員
、
議
員
の
研
修
を
実
施

し
全
国
か
ら
研
修
を
受
け
て

い
る
。
参
加
し
て
は
ど
う
か
。

総
務
税
政
課
長　
役
場
職

員
の
資
質
向
上
は
極
め
て
重

要
で
あ
る
。
現
在
は
宮
崎
県

市
町
村
振
興
協
会
主
催
に
よ

る
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
る
。

法
制
執
務
セ
ミ
ナ
ー
、
接
遇

セ
ミ
ナ
ー
な
ど
選
択
研
修
や

契
約
事
務
な
ど
専
門
分
野
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
さ
せ

て
い
る
。
国
富
町
と
合
同
開

催
の
意
識
改
革
研
修
や
綾
町

主
催
で
10
日
間
の
長
期
研
修

も
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も

職
員
の
資
質
向
上
の
為
職
員

研
修
に
は
積
極
的
に
参
加
さ

せ
る
。

児
玉　
個
人
が
学
び
た
い

研
修
に
は
参
加
さ
せ
て
他
の

県
、
市
町
村
職
員
と
の
交
流

も
必
要
だ
。

議
会
関
係
の
資
料
等
も
訂
正

が
多
い
。
上
司
は
資
料
の
確

認
を
す
べ
き
。

総
務
税
政
課
長　
公
文
書

に
つ
い
て
は
誤
字
、
脱
字
又

役
所
言
葉
に
な
っ
て
な
い
か
、

わ
か
り
や
す
い
表
現
で
あ
る

か
な
ど
上
司
が
チ
ェ
ッ
ク
し

て
決
裁
し
て
い
る
。
上
司
を

含
め
指
導
教
育
を
徹
底
す
る
。

児
玉　
職
員
は
職
場
異
動

が
頻
繁
に
起
る
。
今
後
高
齢

化
社
会
で
も
社
会
に
通
用
す

る
人
材
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

相
次
ぐ
孤
独
死
、
そ
の
対
策
は

■国際文化アカデミー（滋賀県）
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増田俊男

増
田　
平
成
30
年
度
決
算

見
込
み
及
び
平
成
31
年
度
予

算
か
ら
見
た
今
後
の
財
政
の

見
通
し
は
ど
う
な
る
の
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
綾
川
荘
な

ど
の
活
性
化
協
会
、
一
般
社

団
法
人
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
、

財
政
調
整
基
金
の
見
込
み
か

ら
す
る
と
、
２・３
年
後
に
は
、

31
年
度
規
模
の
予
算
編
成
が

で
き
な
く
な
る
と
思
う
が
、

イ
ベ
ン
ト
や
事
業
、
補
助
金

の
廃
止
、
縮
小
を
考
え
て
い

る
の
か
伺
う
。

町
長　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、

31
年
度
も
３
億
５
千
万
円
を

確
保
で
き
る
よ
う
努
力
し
、

今
後
も
こ
れ
を
キ
ー
プ
で
き

る
よ
う
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講

じ
て
い
き
、
そ
の
目
途
も
立

っ
て
い
る
。
活
性
化
協
会
か

ら
の
使
用
料
収
入
と
委
託
料

支
出
の
差
額
は
30
年
度
見
込

み
で
２
５
２
６
万
円
の
赤
字
、

31
年
度
予
算
で
１
２
４
０
万

円
の
赤
字
見
込
み
で
あ
る
。

農
林
振
興
課
長　
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
農
林
振

興
課
か
ら
の
補
助
金
等
は

１
６
０
０
万
円
で
あ
る
。

企
画
財
政
課
長　
財
政
調

整
基
金
は
、
29
年
度
ま
で

４
億
７
１
０
０
万
円
、
30
年
度

末
も
込
み
で
３
億
５
３
０
０
万
円
、

31
年
度
末
で
２
億
３
７
０
０
万

円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

補
助
金
等
で
は
31
年
度
予
算

で
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
事
業
等
廃
止
し
、
ま
た
組

織
全
体
の
再
編
、
臨
時
職
員
、

照
葉
樹
林
マ
ラ
ソ
ン
等
の
イ

ベ
ン
ト
運
営
補
助
の
検
討
を

行
っ
た
。
歳
入
で
は
税
収
の

確
保
、
遊
休
財
産
の
売
却
を

行
い
、
健
全
財
政
に
努
め
る
。

増
田　
活
性
化
協
会
は
ど

の
様
な
対
策
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　
営
業
努
力
は
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の

非
常
に
厳
し
い
状
況
は
、
誰

が
町
長
に
な
っ
て
も
大
変
だ

と
思
う
。

増
田　

農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
に
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
発
送
委
託
料
と
し
て

３
０
０
０
万
円
の
予
算
を
組

ん
で
い
る
が
、
役
場
と
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
契
約
は

あ
る
の
か
、
赤
字
補
填
の
た

め
の
委
託
料
で
は
な
い
の
か
。

総
務
税
政
課
長　
30
年
度

は
、
定
額
の
３
０
０
０
万
円

で
契
約
し
て
い
る
。

増
田　
31
年
度
予
算
で
は

基
金
繰
入
れ
を
２
億
９
０
０

０
万
円
し
て
い
る
。
32
年
度

以
降
も
31
年
度
予
算
規
模
を

維
持
し
て
い
く
な
ら
ば
、
ふ

る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
基
金
を
除

い
て
、
１
億
９
０
０
０
万
円

を
繰
入
れ
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
３
年
後
の
新
し
い
町

長
の
と
き
に
は
、
他
の
基
金

も
全
く
な
く
な
る
。

総
務
税
政
課
長　
事
業
の

見
直
し
合
理
化
を
図
っ
て
い

く
し
か
な
い
。

町
長　
厳
し
さ
に
緊
張
感

を
持
っ
て
対
応
し
、
予
算
規

模
を
決
め
て
い
き
た
い
。

■
総
合
基
金
。
個
人
の
持
ち

　
分
は
明
確
に
な
っ
た
の
か
。

増
田　
生
産
者
ご
と
の
積

立
額
、
発
動
額
が
確
定
し
、

個
人
の
持
ち
分
が
明
確
に
な

っ
た
と
聞
く
が
、
今
後
ど
の

様
な
処
理
対
応
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

農
林
振
興
課
長　
総
合
基

金
の
脱
会
者
に
は
、
基
金
残

高
及
び
返
還
で
き
る
旨
の
内

容
の
通
知
を
行
っ
た
。
基
金

を
継
続
す
る
人
に
は
、
年
度

末
で
残
高
整
理
を
行
い
、
31

年
度
の
早
い
時
期
に
示
し
た

い
。増

田　
基
金
残
高
の
通
知

書
を
見
る
と
、
横
領
さ
れ
た

金
額
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
。

ま
た
繁
殖
牛
か
ら
肥
育
牛
に

回
っ
て
い
る
分
が
相
当
な
金

額
で
あ
る
。
積
立
割
合
と
発

動
割
合
が
違
っ
て
い
る
こ
と

も
問
題
で
あ
る
。
こ
の
際
、

総
合
基
金
を
精
算
し
て
、
役

場
も
農
協
も
負
担
で
き
る
制

度
に
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長　
運
営
委
員
会
で
真

剣
に
協
議
し
て
運
営
し
て
き

た
。増

田　
運
営
委
員
会
を
年

に
２・
３
回
行
っ
て
き
た
の
に

横
領
事
件
は
起
き
た
。
町
長

を
は
じ
め
運
営
委
員
会
自
体

規
則
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

町
長　
事
務
当
局
に
問
題

が
あ
っ
た
わ
け
で
、
規
則
ど

お
り
運
営
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
た
。

増
田　
な
ぜ
監
査
報
告
を

求
め
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　
監
査
を
し
て
い
な

い
こ
と
自
体
に
お
ど
ろ
い
た

と
い
う
事
実
は
事
実
と
し
て

申
し
上
げ
た
い
。

■
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
使
用
料
を

　
徴
収
す
べ
き

増
田　
Ｅ
Ｖ
ス
タ
ン
ド
が

４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
な

く
な
る
と
広
報
さ
れ
た
が
、
４

月
以
降
ど
う
す
る
の
か
、
ま

た
、
29
年
度
30
年
度
の
電
気

料
は
幾
ら
に
な
る
の
か
伺
う
。

総
務
税
政
課
長　
電
気
料

は
29
年
度
が
66
万
円
の
見
込

み
で
あ
る
。
経
費
節
減
の
一

環
と
し
て
３
月
末
で
使
用
を

停
止
し
、
充
電
器
は
し
ば
ら

く
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。

■
な
ぜ
お
き
た
保
育
料
誤
徴
収

増
田　
保
育
料
の
誤
徴
収

は
平
成
29
年
度
法
改
正
に
伴

う
も
の
だ
が
、
全
員
協
議
会

で
の
説
明
と
新
聞
記
事
と
で

は
原
因
が
違
う
。
本
当
の
原

因
は
何
か
。

福
祉
保
健
課
長　
こ
れ
ま

で
委
託
業
者
が
法
改
正
部
分

を
把
握
し
て
い
た
。
今
回
も

把
握
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

い
保
育
料
一
覧
表
を
添
付
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

で
あ
る
。

待
っ
た
な
し
歳
出
削
減
、底
を
つ
く
基
金
（
貯
金
）

■ほんものセンター横に設置中のEVスタンド
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特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例
主な内容 〇町長の辞職にともなう減給期日の変更。平成31年１月１日より平成31年６月30

　日までの期間を平成31年１月１日から平成31年４月30日とする。
全

員賛

成

可決
全

員賛

成

可決
全

員賛

成

可決

臨 時 議 会（5 月 17 日）

臨 時 議 会（4 月 26 日）

臨 時 議 会（5 月 8 日）

人　　　事

令和元年度綾町一般会計補正予算（第1号）町長辞職にともなう町長選挙費用
主な内容 〇ポスター掲示板設置及び撤去、選挙関連リース料、選管委員手当、投開票事務費他

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

全

員賛

成

可決

町長の退職申出について

　この度一身上の都合により、平成31年４月30日をもって綾町長の職を辞職いたしたくお願い申
し上げます。平成31年４月23日（辞職届の全文）

全

員賛成

同意

全

員賛成

同意

全

員賛成

同意

町長職務代理者副町長の退職申出について

　この度一身上の都合により、令和元年5月18日をもって綾町副町長の職を辞職いたしたくお願い
申し上げます。令和元年5月13日（辞職届の全文）

専決処分の承認について
主な内容 綾町税条例の一部を改正する条例

○寄付金控除（ふるさと納税）返礼品の割合を３割以下で地場産品とする
○住宅ローン控除を現行と同じ内容での3年延長、子ども貧困対策で135万以下の所得の
　未婚のひとり親世帯
○軽自動車税グリーン化特例による環境性能割りの軽減

賛成
 8 反対1賛成
 8 反対1承認

賛成
 8 反対1賛成
 8 反対1承認

賛成 
8 反対1承認

綾町国民健康保険税条例の一部を改正する条例
主な内容 ○課税限度額（最高96万円）より所得の高い人は３万円負担増、低い人は下がる。

　軽減判定所得が引き上げによるもので対象世帯数が増える。1335世帯医療保険
　分、軽減世帯数78世帯58.5％となる。５割軽減世帯数242世帯。2割軽減世
　帯数149世帯７割軽減なし395世帯。

賛成
 8 反対1賛成
 8 反対1承認

賛成
 8 反対1賛成
 8 反対1承認

賛成 
8 反対1承認

議会選出監査委員　　増田　俊男

全

員賛成

承認

全

員賛成

承認

全員
賛成

承認

新議会事務局長　　兒玉　良次　局　長　（宮原地区）
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こ
の
た
び
は
議
長
の
重
責
を

に
な
う
、
そ
の
責
任
の
重
さ
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
痛
感

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
選
挙
で
の
投
票
率
の

低
下
は
、
議
会
に
対
す
る
、
期

待
の
低
さ
と
受
け
止
め
、
信
頼

を
高
め
る
努
力
を
し
、
町
民
の

負
託
に
応
え
る
よ
う
に
、
身
近

な
議
会
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
　
　

　
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
指
導
を

お
願
い
致
し
ま
し
て
就
任
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

議
　
長
　
挨
　
拶

新　議　会　構　成
議
　
長

総
務
常
任
委
員日　

高
　
幸
　
一

副
議
長

　
文
教
福
祉
常
任
委
員

　
議
会
運
営
委
員
長

松
　
浦
　
光
　
宏

総
務
常
任
委
員青

　
木
　
　
實

文
教
福
祉
常
任
副
委
員
長

議
会
選
出
監
査
委
員

増
　
田
　
俊
　
男

総
務
常
任
委
員
長

松
　
本
　
俊
　
二

総
務
常
任
委
員

議
会
運
営
副
委
員
長

日
　
髙
　
憲
　
治

文
教
福
祉
常
任
委
員

山 

田  

由 

美 

子

総
務
常
任
副
委
員
長

議
会
広
報
編
集
委
員
長

兒
　
玉
　
千
　
歳

文
教
福
祉
委
員
長

議
会
広
報
副
編
集
委
員
長

橋
　
本
　
由
　
里

文
教
福
祉
常
任
委
員池

田
　
和
昭

議
　
長
　
挨
　
拶
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-　永年在職者表彰　-

議 会 日 誌
12月 7日〜 19日 １２月定例会

1月

9日 議会報編集委員会

16日 議会報編集委員会

18日 議会報編集委員会

23日 町長との新年度予算協議

25日 町長との議会全員協議会

28日 文教福祉委員会所管事項調査

30日 宮崎県町村議会議長会時局講演会

2月

6日〜 7日 議会運営委員会先進地研修

13日 宮崎県町村議会議長会役員会

20日 宮崎県町村議会議長会定期総会

25日 議会運営委員会

3月 1日〜 20日 ３月定例会

表 紙 に つ い て
【ツクシアケボノツツジ（紅紫色の美しい花）】

　春は、サクラと並ぶ花の美しさから日本人に好まれてき
たツツジが咲く季節です。特に九州の山地の岩場のような
日当たりのよい場所に生える本種は、樹自体が大型で花が
密生し花期は大変美しいため、九州各地に名山があります。
和名のアケボノ（曙）は、美しい淡紅紫色を朝焼けの空の
色にたとえたもので、ツクシ（筑紫）は九州地方の古名に
由来しています。枝先に葉が 5 枚つくことから、世界共通
の名称である学名（Rhododendron pentaphyllum）には
5 を意味する penta が用いられています。
　綾町内の分布は限定的ではあるものの、大分や宮崎の標
高の高い山の尾根筋にはかなりの個体数が生育しています。
しかし、全国的に見ると生育地は非常に狭く、登山者によ
る採取や踏みつけ、地球温暖化などによる生育地の減少が
懸念されています。

〜 花言葉は自制心 〜

【花　名】　ツクシアケボノツツジ
【撮影者】　河野　円樹氏
【特　徴】　九州特産の春の花

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
知

人
が
東
京
か
ら
綾
町
に
来
て
く

れ
た
。「
ほ
ん
も
の
セ
ン
タ
ー
」

「
綾
城
」「
照
葉
大
吊
橋
」
を

案
内
し
た
が
、
素
晴
ら
し
い
自

然
や
施
設
が
あ
る
こ
と
に
羨
ま

し
い
と
言
っ
て
く
れ
た
。
綾
町

に
住
ん
で
い
る
と
当
た
り
前
と

思
っ
て
し
ま
う
が
、改
め
て
〝
ふ

る
さ
と
綾
〟
の
魅
力
を
見
直
す

大
切
さ
を
感
じ
た
。

　
　

議
会
報
広
報
委
員
会
一
同

編 

集 

後 

記

表　　彰

全国町村議会議長会表彰（１５年在職）

日　髙　憲　治

押　田　和　義

宮崎県町村議会議長会表彰（１２年在職）

日　高　幸　一


